
101
　
そ
の
名
称
と
同
名
の
演
目
「
猩し

ょ
う
じ
ょ
う々」

専
用
の
面
で
す
。

面
裏
の
、
緑
青
を
埋
め
込
ん
だ
「
天
下
一
是
閑
」
の
焼
印

か
ら
、
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
是ぜ

閑か
ん

吉よ
し

満み
つ

（
一
五
二
七
？

～
一
六
一
六
）
の
作
と
分
か
り
ま
す
。
是
閑
は
、
文
禄
四

年
（
一
五
九
五
）
に
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
「
天
下
一
」
の
号

を
許
さ
れ
た
名
工
。
本
面
も
、
上
下
の
瞼

ま
ぶ
た
の
微
妙
な
膨
ら

み
や
、
き
ゅ
っ
と
上
が
っ
た
口
元
の
張
り
な
ど
が
、
巧
み

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
猩
々
と
は
、
酒
を
好
み
、
酔
っ
て
舞
い
戯
れ
る
中
国
の

妖
精
。
こ
の
演
目
は
、
高こ

う

風ふ
う

と
い
う
、
揚よ

う

子す

江こ
う

の
ほ
と
り

に
住
み
酒
を
商

あ
き
な

う
孝
行
者
の
元
に
猩
々
が
現
れ
、
汲
め
ど

も
尽
き
な
い
不
思
議
な
酒
壺
を
授
け
、祝
福
す
る
と
い
う
、

め
で
た
い
祝

し
ゅ
う

言げ
ん

能の
う

の
一
つ
で
す
。

　
猩
々
の
特
徴
は
、
顔
全
体
に
施
さ
れ
た
朱
彩
色
と
、
何

と
言
っ
て
も
、満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
た
そ
の
表
情
で
す
。

弓
形
に
細
め
ら
れ
た
目
、
高
く
引
き
上
げ
ら
れ
た
口
元
、

上
下
の
歯
も
露あ

ら

わ
に
開
い
た
口
。
こ
の
屈
託
の
な
い
怪
し

い
笑
み
が
、
妖
精
と
い
う
猩
々
の
性
質
を
一
層
強
調
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
は
っ
き
り
と
し
た
笑
顔
は
、
笑
い
の
要
素

が
乏
し
い
能
面
の
中
で
は
、
実
は
珍
し
い
も
の
で
す
。
そ

れ
が
表
さ
れ
る
の
は
、
猩
々
が
妖
精
と
い
う
神
秘
的
な
存

在
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
演
目
が
め
で
た
い
祝
言
能
で
あ

る
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
木 

恵
美
）

資料紹介

能の
う

面め
ん　

猩
し
ょ
う

々じ
ょ
う

是ぜ

閑か
ん

吉よ
し

満み
つ

作

当
館
蔵

彦　

根　

城　

博　

物　

館　

だ　

よ　

り
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企画展

　

木き

俣ま
た

清せ
い

左ざ

衛え

門も
ん

家
は
彦
根
藩
筆
頭
家
老

を
務
め
た
家
で
す
。
徳
川
家
康
の
家
臣
で

あ
っ
た
初
代
守も
り

勝か
つ

は
、
侍
さ
む
ら
い

大だ
い

将し
ょ
うと
な
っ

た
若
き
井
伊
直
政
の
補
佐
を
家
康
か
ら
命

じ
ら
れ
、
直
政
の
重
臣
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。
以
来
、
代
々
筆
頭
家
老
の
重
責
を

担
い
、
江
戸
中
期
以
降
は
大
名
に
匹
敵
す

る
１
万
石
を
治
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
同
家
に
伝
来
し
た
古
文
書

や
美
術
工
芸
品
が
当
館
所
蔵
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
記
念
し
、
こ
れ

ら
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開

催
し
ま
す
。
家
康
が
直
政
へ

守
勝
の
出
陣
を
命
じ
た
自
筆

書
状
な
ど
、
彦
根
藩
草
創
期

の
歴
史
を
解
き
明
か
す
新
出

史
料
も
初
公
開
し
ま
す
。

徳
川
家
康
自
筆
書
状

展
示
室
１
・
２

新
収
蔵
記
念

展
　
示
　
案
　
内

６
月

～

９
月

7
/20

（土）

8/20
（火）

～

テーマ展

　

泰
平
の
世
に
あ
っ
て
も
、
刀
剣
や
甲
冑

な
ど
武
具
類
は
、
武
家
を
象
徴
す
る
道
具

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。
譜
代
大
名
筆
頭
の
地
位
に
あ
っ
た
井

伊
家
は
、
将
軍
家
と

朝
廷
か
ら
褒
賞
や
返

礼
と
し
て
刀
剣
や
馬

具
な
ど
を
贈
ら
れ
る

機
会
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
井
伊

家
伝
来
品
の
う
ち
、
拝
領
し
た
武

具
を
紹
介
し
ま
す
。
葵
紋
や
菊
紋

が
置
か
れ
た
武
具
、
金き
ん

蒔ま
き

絵え

や
螺ら

鈿で
ん

な
ど
で
き
ら
び
や
か
に
装
飾
さ

れ
た
武
具
な
ど
、
格
式
あ
る
品
々

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

金
梨
地
菊
紋
蒔
絵
鞘
糸
巻
太
刀
拵

金
梨
地
蕪
蒔
絵
螺
鈿
鞍

展
示
室
１

● ● 常 設 展 示 ● ●

“ ほんもの ” との出会い
－彦根藩井伊家伝来の大名道具を中心に 80 点あまりを展示－

展示室２～３、５～６　　＊６/ ７～７/ ９は展示室３、５～６のみ

教
室
・
講
座

◉
彦
根
城
博
物
館
出
張
講
座 「
あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪
」
◉

　

彦
根
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
、
実
に
個
性
的
な
歴
史
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
講
座
で

は
、
博
物
館
学
芸
員
が
各
公
民
館
を
単
位
と
し
た
地
域
の
歴
史
を
取
り
上
げ
、
そ
の
地
域
が
歩

ん
で
き
た
歴
史
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
平
成
25
年
・
26
年
で
、
市
内
の
公
民

館
を
１
巡
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
・
会
場

　

第
１
回　

８
月
３
日
（
土
） 「
稲
枝
地
区
の
歴
史
」（
稲
枝
地
区
公
民
館
） 

定
員
１
０
０
名

　

第
２
回　

８
月
31
日
（
土
） 「
東
地
区
の
歴
史
」 （
東
地
区
公
民
館
）   　

定
員
63
名

　

第
３
回　

９
月
７
日
（
土
） 「
旭
森
地
区
の
歴
史
」（
旭
森
地
区
公
民
館
） 

定
員
１
０
０
名

　

第
４
回　

９
月
28
日
（
土
） 「
南
地
区
の
歴
史
」 （
南
地
区
公
民
館
）　 　

定
員
１
０
０
名

  

＊
各
回
と
も
、
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で   

■
資
料
代　

各
回
１
０
０
円

■
受
講
方
法　

当
日
受
付
（
事
前
申
し
込
み
不
要
。
先
着
順
）

　

夏
休
み
期
間
中
、狂
言
や
茶
道
な
ど
の
伝
統
文
化
や
歴
史
に
親
し
む「
キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
ま
し
た
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
応
募
下
さ
い
。

【
内
容
・
日
程
】

①
狂
言
教
室
（
小
学
５
・
６
年
生
対
象
）

■
日
程　

７
月
下
旬
～
８
月
中
旬
の
７
日
間

■
講
師　

和い
ず
み泉

流
狂
言
師 

小お
が
さ
わ
ら

笠
原　

匡
た
だ
し

氏 

ほ
か 

近
隣
在
住
の
狂
言
師

■
定
員　

12
名(

先
着
順)

②
博
物
館
体
験
（
小
学
１
～
６
年
生
対
象
）

■
内
容　

博
物
館
探
検
、
茶
の
湯
体
験
な
ど

■
日
程　

７
月
下
旬
～
８
月
中
旬
の
２
日
間

　

１
～
３
年
生
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

４
～
６
年
生
：
10
時
～
12
時

■
定
員　

１
～
３
年
生
：
40
名
、
４
～
６
年
生
：
20
名
（
先
着
順
）

■
講
師　

当
館
学
芸
員

【
会
場
】
当
館
（
能
舞
台
・
講
堂　

他
）

【
対
象
】
原
則
と
し
て
彦
根
市
・
米
原
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
・

　
　
　

愛
荘
町
在
住
の
小
学
生

【
申
込
方
法
】
各
小
学
校
に
配
布
す
る
案
内
チ
ラ
シ
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

　
　
　

持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
通
信
の
い
ず
れ
か
。
電
話
に
よ
る
仮

　
　
　

申
込
も
可
能
。

【
申
込
期
間
】
６
月
17
日
（
月
）
～
７
月
７
日
（
日
）

＊
傷
害
保
険
料
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

６
月
８
日(
土)　

14
時
～

■
講
師　

野
田
浩
子
（
当
館
学
芸
員
）

◉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
◉

■
日
時　

７
月
20
日(

土)　

14
時
～

■
講
師　

古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

◉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
◉

彦
根
藩
筆
頭
家
老
・

　

 

木
俣
清
左
衛
門
家
資
料

◉ 

キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル 

◉

拝
領
の
武
具

―
将
軍
家
と
朝
廷
か
ら
の
贈
り
物
―



８
/23

（金）

９/17
（火）

～

テーマ展

展
示
室
１

源
氏
物
語
と
伊
勢
物
語

　

平
安
時
代
の
在あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平
を
モ
デ
ル
に
、

和
歌
を
軸
に
描
か
れ
た
『
伊
勢
物
語
』。

伊
勢
物
語
の
影
響
を
受
け
て
紡
が
れ
た
、

壮
大
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
小
説
『
源
氏
物

語
』。
二
作
品
と
も
に
、
時
代
を
通
じ
て

多
く
の
人
々
に
愛
読
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
文
字

で
の
み
伝
え
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま

せ
ん
。
絵
巻
や
屏
風
な
ど
の
物
語
絵
が
、

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
の
で
す
。
井
戸
の
傍
ら
の
幼
い

男
女
を
描
く
の
は
、
伊
勢
物
語
の
「
筒つ
つ

井い

筒づ
つ

」
の
段
、
男
君
二
人
が
舞
楽
の
青せ
い

海が
い

波は

を
舞
う
姿
を
あ
ら
わ
す
の
は
、
源
氏
物

語
の
「
紅も
み
じ葉

の
賀
」
の
帖
と
い
う
よ
う

に
、す
ぐ
さ
ま
場
面
が
特
定
で
き
る
の
は
、

人
々
の
間
に
広
く
イ
メ
ー
ジ
の
共
通
理
解

が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

本
展
は
、
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
伊
勢
物

語
と
源
氏
物
語
の
写
本
や
、
こ
れ
ら
物
語

を
題
材
と
す
る
絵
画
や
工
芸
品
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
雅
や
か

な
イ
メ
ー
ジ
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

源
氏
物
語
図
屏
風（
部
分
）

９
/20

（金）

10/22
（火）

～

企画展

展
示
室
１

近
江
と
能

　
　
　

―
霊
場
・
名
所

・
物
語
―

　

能
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
初

期
に
、
観か
ん

阿あ

弥み

（
一
三
三
三
～
一
三
八
四
）

と
世ぜ

阿あ

弥み

（
一
三
六
三
？
～
一
四
四
三
？
）

に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
多
く

の
演
目
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
確

認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
約
二
〇
〇
〇
番

に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
近
江
を

舞
台
と
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
。

　

本
展
で
は
、
そ
の
内
、「
竹ち
く

生ぶ

島し
ま

」「
白し
ら

鬚ひ
げ

」「
三み

井い

寺で
ら

」
を
取
り
上
げ
ま
す
。
演

目
で
使
用
す
る
面
や
装
束
、
あ
る
い

は
賑
わ
う
境
内
の
様
子
を
描
い
た
絵

画
な
ど
を
展
示
し
、
古
く
か
ら
霊
場

と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
、
ま
た
名

所
と
し
て
知
ら
れ
た
寺
社
を
舞
台
と

す
る
演
目
を
通
し
て
、
近
江
と
能
の

関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

能
装
束
　
厚
板

紅
黒
段
替
毘
沙
門
亀
甲
稲
妻
雲
竜
波
丸
文
様

能
面
　
泥
黒
鬚

甫
閑
満
猶
作

能
・
狂
言

６
月
22
日
（
土
）

　

18
時
30
分
開
演
（
18
時
開
場
）

大
蔵
流
狂
言
「
鶏
聟
」　

茂
山
童
司

　
　
　
　
　

「
太
刀
奪
」
茂
山
逸
平

　
　
　
　
　

「
六
地
蔵
」
茂
山
千
三
郎

■
Ａ
席
（
正
面
席
）　

３
千
５
百
円

　

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
３
千
円　

全
席
指
定

　

チ
ケ
ッ
ト　

発
売
中

◉ 

水
無
月
狂
言
の
集
い 

◉

◉ 

夕
涼
み
狂
言
の
集
い 

◉

８
月
３
日
（
土
）

　

18
時
30
分
開
演
（
18
時
開
場
）

大
蔵
流
狂
言
「
萩
大
名
」
茂
山
千
五
郎

　
　
　
　
　

「
呼
声
」　

茂
山
宗
彦

　
　
　
　
　

「
濯
ぎ
川
」
茂
山
七
五
三

■
Ａ
席
（
正
面
席
）　

３
千
５
百
円

　

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
３
千
円　

全
席
指
定

　

チ
ケ
ッ
ト　

７
月
３
日
発
売
開
始

◉ 

第
47
回　

彦
根
城
能
◉

９
月
29
日
（
日
）

　

16
時
開
演
（
15
時
30
分
開
場
）

宝
生
流 

能 　
「
井
筒
」　
　
　

辰
巳
満
次
郎

和
泉
流
狂
言
「
苞
山
伏
」　
　

 

小
笠
原
匡

宝
生
流 

能 　
「
小
鍛
冶
」
白
頭 

宝
生
和
英

■
Ａ
席
（
正
面
席
）　

５
千
５
百
円

　

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
５
千
円　

全
席
指
定

　

チ
ケ
ッ
ト　

８
月
29
日
発
売
開
始

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、
都
合
に
よ
り

　

や
む
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
本
館
受
付
お
よ
び
電
話
に
て
お
求
め

　

い
た
だ
け
ま
す
。

　
（
発
売
初
日
は
、
窓
口
販
売
９
時
～
、
電
話
販
売

　

10
時
～
）

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

７
月
10
日
（
水
）
か
ら
７
月
19
日
（
金
）
ま
で

の
期
間
、
博
物
館
資
料
整
理
の
た
め
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

６月７月８月９月

「
新
収
蔵
記
念

彦
根
藩
筆
頭
家
老
・

　

木
俣
清
左
衛
門
家
資
料
」

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

古
文
書
の
み
か
た
②

水
無
月
狂
言
の
集
い

古
文
書
の
み
か
た
③

「
拝
領
の
武
具 

―
将
軍
家
と

　
　

  

朝
廷
か
ら
の
贈
り
物
―
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

夕
涼
み
狂
言
の
集
い

古
文
書
の
み
か
た
④

「
源
氏
物
語
と
伊
勢
物
語
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

古
文
書
の
み
か
た
⑤　

「
近
江
と
能

―
霊
場
・
名
所
・
物
語
―
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

第
47
回　

彦
根
城
能

７
／
10
～
７
／
19　

臨
時
休
館

14
土

21
土

29
土

３
土

10
土

24
土

６
土

８
土

15
土

22
土

テーマ展
男面の魅力

－井伊家伝来　
能面から－

～６/ ４

企画展
新収蔵記念 彦根藩筆頭家老 ・

木俣清左衛門家資料

６/ ７～７/ ９

テーマ展
拝領の武具

－将軍家と朝廷からの贈り物－

７/20 ～８/20

テーマ展

源氏物語と伊勢物語

８/23 ～９/17

企画展
近江と能

－霊場 ・ 名所 ・ 物語－

９/20～10/22

６/ ４～６
展示替により一部休室

８/21 ・ 22
展示替により一部休室

９/17 ～ 19
展示替により一部休室

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

■
日
時　

８
月
24
日(
土)　

14
時
～

■
講
師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

◉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
◉

■
日
時　

９
月
21
日(

土)　

14
時
～

■
講
師　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

◉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
◉

筝

20
土



　

旧
彦
根
城
下
町
南
部
の
旧
芹せ

り

橋ば
し

十
二
丁
目
（
現
彦
根
市
芹
橋

二
丁
目
）
に
、「
足あ

し

軽が
る

辻つ
じ

番ば
ん

所し
ょ

」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
の
建

物
が
伝
わ
り
、
彦
根
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
足
軽

は
、
江
戸
時
代
の
大
名
家
な
ど
の
軍
団
に
お
い
て
、
騎
馬
武
者

と
と
も
に
主
戦
力
の
役
割
を
担
っ
た
、
弓
矢
も
し
く
は
鉄
砲
を

用
い
る
歩
兵
で
し
た
。
彦
根
藩
で
は
、
弓
足
軽
六
組
、
鉄
砲
足

軽
三
一
組
、
計
三
七
組
一
一
二
〇
人
を
数
え
ま
し
た
。
居
住
区

と
し
て
も
ま
と
ま
り
を
持
つ
足
軽
組
に
一
箇
所
ず
つ
「
番
所
」

が
置
か
れ
、
多
く
は
見
通
し
の
き
く
道
路
の
交
差
点
、
す
な

わ
ち
「
辻
」
の
角
地
に
置
か
れ
た
の
で
、「
辻
番
」、「
辻
番
所
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

城
下
町
の
道
路
や
区
画
が
よ
く
伝
わ
る
現
市
街
地
の
中
で

も
、
辻
番
所
が
残
る
芹
橋
地
区
と
池い

け

須す

町ま
ち

、
栄

さ
か
え

町ま
ち

（
旧
中な

か

藪や
ぶ

）

地
区
一
帯
の
旧
足
軽
町
（
足
軽
の
集
住
地
）
は
、
足
軽
屋
敷
の

建
物
と
、
同
一
規
模
の
屋
敷
地
が
整
然
と
配
置
さ
れ
た
街
区
か

ら
な
る
景
観
が
特
徴
的
な
場
所
で
す
。今
、芹
橋
地
区
で
は
、「
彦

根
辻
番
所
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
辻
番
所
を
核
と
し
た
、
地
区

の
歴
史
的
伝
統
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
の
足
軽
辻
番
所
が
足
軽
組
屋
敷
の
住

人
、
す
な
わ
ち
足
軽
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

場
所
で
あ
っ
た
の
か
を
、
中な

か

藪や
ぶ

組ぐ
み

の
足
軽
で
あ
っ
た
滝た

き

谷が
い

家
に

伝
わ
っ
た
一
通
の
古
文
書
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。　

　

江
戸
時
代
の
後
期
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
、
中
藪

一
丁
目
か
ら
同
三
丁
目
に
集
住
す
る
鉄
砲
足
軽
三
十
人
組
の
手て

代だ
い

で
あ
っ
た
小お

倉ぐ
ら

甚じ
ん

吉き
ち

・
林

は
や
し

門も
ん

太だ

夫ゆ
う

お
よ
び
小こ

屋や

頭が
し
らと

推
測
さ

れ
る
六
名
が
連
名
で
、
物も
の

頭が
し
ら（

藩
主
か
ら
足
軽
組
の
支
配
を
命

じ
ら
れ
た
上
級
藩
士
）に
宛
て
、口
上
書
を
作
成
し
ま
し
た（「
滝

谷
家
文
書
」。
写
真
）。

　

口
上
書
の
主
旨
は
、「
我
が
儘
」
に
振
る
舞
う
組
内
の
古
参

の
「
出で

人に
ん

」
に
対
し
、
物
頭
か
ら
厳
重
注
意
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。「
出
人
」
と
は
、
足
軽
の
内
で
、
町
奉
行

所
な
ど
藩
の
各
役
所
に
役
人
と
し
て
出
向
し
て
い
る
者
で
、
中

に
は
数
十
年
勤
続
し
、
実
務
者
と
し
て
役
所
を
取
り
仕
切
り
、

力
を
振
る
う
者
も
い
ま
し
た
。

　

口
上
書
で
は
、「
出
人
」が
折
々
寄
り
合
い
飲
食
の
浪
費
を
し
、

辻
番
所
で
も
買
い
食
い
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め

新
参
の
「
出
人
」
で
「
年と

し

若わ
か

な
る
者
」
が
親
と
の
関
係
が
差
し

支
え
迷
惑
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
古
参
の
「
出
人
」
は
辻

番
の
当
番
に
当
た
っ
て
い
て
も
外
出
し
、
組
内
へ
の
触
れ
の
伝

達
な
ど
を
新
参
の
「
出
人
」
に
代
勤
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

が
組
内
の
秩
序
を
乱
す
行
為
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
上
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
の
経
緯
も
あ
わ
せ
て
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
、
古
参
の
「
出
人
」
を
「
年と

し

寄よ
り

前ま
え

」
に
呼
び
出
し
、
飲
食
の
寄
り
合
い
を
や
め
る
よ
う
に
申
し

含
め
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
次
に
、
手
代
の
所
に
呼
び
寄
せ
、

や
め
る
よ
う
に
命
じ
た
が
、
効
果
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
最
終

的
に
、
手
代
た
ち
で
は
解
決
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
物
頭
か
ら

古
参
の
「
出
人
」
に
対
し
、
心
得
違
い
を
し
な
い
よ
う
に
申
し

渡
し
て
も
ら
う
よ
う
に
口
上
書
を
提
出
し
た
と
し
ま
す
。

　

以
上
の
口
上
書
か
ら
は
、
足
軽
組
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
位
や

関
係
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
一
に
、
足
軽
手
代
―

小
屋
頭
―
足
軽
の
関
係
で
す
。
こ
れ
は
、
歩
兵
で
あ
る
足
軽
の

軍
事
組
織
の
命
令
指
揮
系
統
で
す
。
第
二
に
、「
年
寄
」
―
「
年

若
な
る
者
」
の
関
係
で
す
。
こ
れ
は
、
足
軽
組
の
成
員
の
年
齢

す
な
わ
ち
老
若
に
よ
る
秩
序
で
あ
り
、
生
活
共
同
体
的
な
関
係

で
す
。
第
三
に
、
古
参
の
「
出
人
」
―
新
参
の
「
出
人
」
の
関

係
で
す
。
こ
れ
は
、
軍
事
と
は
異
な
る
藩
の
行
政
組
織
と
の
関

係
に
よ
り
組
内
に
も
た
ら
さ
れ
た
関
係
で
す
。

　

口
上
書
に
書
か
れ
た
組
内
で
の
対
立
は
、
足
軽
組
の
本
来
的

な
軍
事
的
組
織
の
関
係
や
生
活
共
同
体
的
な
関
係
に
よ
り
形
づ

く
ら
れ
て
い
る
組
内
の
秩
序
に
対
し
、
組
か
ら
藩
の
役
所
へ
の

出
向
者
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
「
出
人
」
の
関
係

が
抵
触
し
て
い
た
も
の
と
理
解
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
は
、
辻
番
所
が
一
つ
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
足

軽
た
ち
に
と
っ
て
、
組
の
警
護
施
設
で
あ
り
、
組
内
へ
の
命
令

通
達
の
中
継
点
で
も
あ
っ
た
辻
番
所
は
、
組
の
公
共
の
場
で
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
組
内
の
矛
盾
・
対
立
が
す
る
ど
く
現
れ
る
場

で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。　　
　
　
（
渡
辺
恒
一
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

足
軽
辻
番
所
は
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
か

天
保
十
一
年
　
小
倉
甚
吉
等
口
上
書
控
（「
滝
谷
家
文
書
」）　
冒
頭
（
上
）
と
末
尾
（
下
）
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